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私たちのSDGs宣言は、「未来の大人たちに自然の
大切さを伝える」です。私たちは環境教育をメイン
の活動として実施しており、私たち自身が直接環
境活動を実施するよりは、未来の大人となる今の
子供たちに対して自然の楽しさをわかりやすく、楽
しく伝えることにより興味を持ってもらい、その子
供たちが大人になったときにまたその時の子供に
自然の大切さを伝えるといったような循環が生ま
れるといいと考えました。そうすれば自然を大切に
するというマインドが後々の社会にも続き、いい世
界になるのではないかと思います。

SDGs宣言

当日の研修内容

2019年８月に、近畿地区内で「持続可能な開発目標（SDGs）」の
活動に、近畿地方で取り組む大学生達が大阪府大阪市に集まりま
した。
同じ持続可能な社会を作り出すことを目的としている仲間でも、
活動内容も多様で、多様な活動を行なっている彼らがSDGsとど
のようにつながっているか、また、近畿の大学生としてどのように
SDGsと関われるかを、社会人からの講演や学生同士での意見交
換を踏まえ、理解を深めました。当日の模様をレポートします。

研修には4団体14人の学生が
参加し、概要研修や基調講演を
経てSDGsへの学びを深めた後
に、大学生同士による自身の活
動とSDGsとの関連性について
の意見交換を行いました。活発
な意見交換の後で、当日の研修
を踏まえた団体ごとのSDGs宣
言を作 成してもらいました。

当日研修に参加した大学生全員で記念撮影

『2019 近畿地区 大学生 SDGs セミナー』

当社は「産業人たるの本分に徹し 社会生活の改善と向上を図り 世界文化の進展に寄与せんことを期す」という経営理念を掲げており、世界のくらしと
社会の発展に貢献するべく事業活動を展開しています。
また社会貢献活動として、無電化地域に対し太陽光エネルギーを使って明かりがつくランタンを提供する「ソーラーランタン10万台プロジェクト」を行
いました。これにより、灯油ランプを使用する途上国の人々に対し、灯油の不使用による健康状態の改善、また夜間医療や夜間学習が可能になるなど、
途上国の抱える課題解決に貢献してきました。また、滋賀県草津拠点では未来の人財（材）育成として小中高校生を対象に社会科、理科、環境、SDGs
などに関する次世代育成を行う他、地域生態系保全に資するエコロジカルネットワークの構築や地域との防災連携などにも取り組んでいます。
事業活動においても「環境ビジョン2050」を掲げ、創・省・蓄エネ関連商品を展開する事で「使う」エネルギーよりも「創
る」エネルギーが上回る事を目指しています。
私たちは、創業者の「社会や人々の為になる商品などを作ることで事業活動をしていますが、事業活動や産業の発展
が、自然を破壊し、人間の幸せを取り去る様な事があってはならない」＝「企業は社会の公器」という理念の下、世界中で
今も未来も、よりよい暮らし、よりよい社会が続くよう事業活動や地域連携を展開していきます。学生の皆さんには自分
の活動が地域から世界へ、そして未来につながっていく、ということを自覚し、同じ活動をする仲間で目標を見える化、
共有し、共に活動を広げてほしいと思います。
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NPO法人いけだエコスタッフのSDGsに関する取組を、「再生可能エネルギー」、「地球温暖化防止活動」「3R」「環境学習」といういけだエコスタッフの４
つの柱の事業に沿って、事例を紹介しました。いけだエコミュージアムの取組や市民共同発電施設の建設、地域の野菜を販売する朝市や大学生と連携
した環境学習プログラムの監修など、多岐にわたる活動において、多様なステークホルダーと連携をしあいながら、持続可能な社会の実現を目指して
います。
最近では食の分野へのアプローチとして、「3R キッチン Vegan」の取組にも力を入れています。地産地消をコンセプトとした取組で、オーガニックな
食材の提供だけでなく、フェイクミートなどの新しい食材の紹介・提供、フードマイレージやカーボンフットプリントへの
配慮、レストランでの風力発電、太陽光発電の利用など、地球温暖化、持続可能な社会に配慮した取組を行っています。
環境問題をとりまく世界の現状はめまぐるしく変化しておりますが、常に時代の潮流を読むことが大切です。そして
SDGs自体はあくまで指標であり、達成のための目標ではありません。SDGsの達成に向けて、いけだエコスタッフの事
業において、リカレント教育やサードプレイスなどに取り組むことで、さらなる持続可能な社会への貢献を行いたいと
思います。大学生のみなさんは今教育課程の最終段階だと思いますが、私自身含めてこのような「学びの場」を提供し
続けることが、自分たちなりのSDGs達成の近道ではないかと考えています。

事例 紹介

「SDGs」＝持続可能な開発目標

えこまな＠京田辺（同志社大学）
藤井 紀帆さん

（生命医科学部 ２年）
西田 晃大さん

（理工学部 １年）
久富 佑紀乃さん

（文化情報学部 ２年）

えこまな＠京田辺は同志社大学、同志社女子大学の学生からなる環境教育活動
チームです。今まで同志社大学がある京田辺市の市民の環境保全意識を向上さ
せることを目標に市立小学校で環境授業を行ったり、京田辺市役所と共同でごみ
拾いをスポーツ感覚で楽しむイベント「スポゴミ」を共同企画、運営をしたり、地元
の子供たちを対象に自然観察イベントを開催したり、といった活動をしてきました。
今年度は、京田辺でないほかの地域でも使えるような教材、授業モデルの作成を
目標に活動します。今までの重きを置いていた「地域密着型の教育」から「全国で
使える汎用性の高い教材」を完成させ、より多くの子供たちに環境に興味を持っ
てもらうことを目指します。 私たちは二つの宣言を考えました。一つ目の「活動

認知」は、私たちが日ごろ実施しているリユース食
器は、自分たちがやるだけで終わっているというこ
とを今日の研修で感じました。リユース食器を使う
ことでどう環境に貢献できるかを、食器を使ってい
る人たちに伝えたいと思うので、活動認知をしっか
りと行いたいと思います。
二つ目がそれを踏まえた「意識改革」で、分別の呼
びかけをすることもSDGsの視点に立つととても
大切なことなので、ごみ分別の大切さを周知でき
ると思います。リユース食器の活動だけでなく、食
器を使う周囲の人たちに対する普及啓発にも力を
入れて、使う人たちの意識を変えることが大切だ
と感じました。
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経短ごみゼロプロジェクト（京都経済短期大学）
北川 美紅さん

（経営情報学部 １年）
南畑 成吾さん

（経営情報学部 ２年）
新谷 愛さん

（経営情報学部 ２年）

下田 京佳さん
（経営情報学部 １年）

矢崎 森梧さん
（経営情報学部 ２年）

白石 羽衣歌さん
（経営情報学部 ２年）

私たちは、容器包装ゴミや食品ロスなど、いかにごみを減らすかを活動の
目的としています。具体的には、リユース食器の導入を、地元の自治会主催
の夏祭りなどにすすめて実践したり、なぜ食べ残しが発生するかなどを研
究しています。

私たちは今まであまり「環境」のことについて考え
る機会がありませんでしたが、今日のプログラム
を通じて環境の大切さを実感しました。自身の活
動がどのようにSDGsに貢献できているかを改め
て考えたところ、今の活動においても多数のゴー
ルに関連していることに気づきました。私たちがど
のように環境に貢献できるかを考えたところ、活動
拠点や活動時における省エネ・節電節水や、食料
廃棄をゼロにするなど、まだ取り組んでいない
ゴールから、それらのヒントを得ることができまし
た。また、近くにホタルが生息するようなきれいな
川もありますが、その川をつかった活動をしていな
かったことにも気づきました。本日の研修で得られ
たこれらの新しい視点から、さらに活動を発展させ
たいと思います。
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地域密着型サークル 「にしき恋」（神戸大学）
田口 友理香さん

（国際人間科学部 ２年）
永柳 遥菜さん

（農学部 ２年）

私たちは人口減少、少子高齢化が進む丹波篠山市西紀南地区で、農家さ
んのお手伝いを中心に活動している神戸大学のサークルです。地域密着を
モットーに、地域活性化、地域の課題解決に向けて学生自らが地域を巻き
込んで様々な活動をしています。西紀南に若い活力を届けるために、今年
で８年目となる農業ボランティアと、毎年メンバーそれぞれの興味や知識を
活かした新しい取り組みに多数挑戦しています。

私たちのSDGs宣言は、「ごみ分別の徹底」です。
環境学習や学内での環境の理解を促進させるよ
うな活動は今も実施していますが、他の団体の方
の話を聞くと、ごみの分別の意識がそこまで高く
ないことを実感しました。また、子供への教育だけ
でなく、親の世代への周知も大切であるという話
も挙がり、子供だけでなく親の世代やそのさらに
親の世代もごみの分別に協力してもらえるような
活動を進めたいと思いました。

SDGs宣言

環境ISO学生委員会（三重大学）
香川 知美さん

（生物資源学部 ２年）
川上 苑華さん

（生物資源学部 １年）
渡邊 伶奈さん

（生物資源学部 １年）

当委員会は、学内ではごみ減量化活動や家具・家電製品の再利用、放置自
転車の再利用といった3R活動や、学内施設の屋上緑化や緑のカーテンづ
くり、などの緑化活動に取り組んでおります。また、学外では海岸清掃や小
学校での環境学習の開催、三重県内の環境イベントへの参加等を行ってお
ります。今後も、大学組織や地域の方々と連携しながら、「世界に誇れる環
境先進大学」を目指して積極的な環境活動を行っていきます。

えこまな＠京田辺（同志社大学）
経短ごみゼロプロジェクト（京都経済短期大学）

地域密着型サークル「にしき恋」（神戸大学）
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近畿地区 大学生SDGsセミナー
～近畿地区発 大学生が提案する
　　　 『持続可能な社会づくり！』～

『近畿地区大学生 SDGs セミナー 事例紹介』
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